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VUCA時代
先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態。
既存の価値観やビジネスモデルが通用しない時代。

・看護サービスの変化
・AIやテクノロジーの導入
・外国人職員

・診療報酬改定
・医療保険介護保険制度
・厚労省の方針転換

・患者や家族や社会との関係性
・職員の生活背景
・社会情勢による人間関係

・ハラスメントの基準
・断言できない治療説明
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1 感染対策の基本

感染経路の遮断

外来における感染対策

Take home Message

St



冬＝感染症の流行に注意

冬に感染症が流行しやすい理由

冬の気温と湿度は、ウイルスにとって最適な環境

低温、低湿度な環境（温度
16℃以下/湿度40％以下）は、
ウイルスが長く生存できます

感染力が強い

冬は、免疫力が低下しやすい

冬の寒さ
外気の
乾燥

体内水分量の
減少

免疫力の低下 夏よりも積極的に
水分を摂取しないため



感染成立の3要素

・病原体

・宿主

・感染経路



感染対策の3つの柱
①病原体（感染源）の排除

嘔吐物や排泄物、血液など、
感染症の原因となる可能性
のある感染源には素手で
触らない



感染対策の3つの柱
②免疫力の向上（宿主）

日頃からの十分な栄養と睡眠
ワクチン接種



感染対策の3つの柱
③感染経路の遮断

病原体を拡げないために
適切に感染経路を遮断する



感染対策の3つの柱
③感染経路の遮断

病原体を拡げないために
適切に感染経路を遮断する

標準予防策

経路別予防策

空気感染予
防策

飛沫感染予
防策

接触感染予
防策
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感染経路の遮断
標準予防策

すべての利用者の汗を除く①血液、②体液（分泌

物、排泄物）、③傷のある皮膚、④粘膜は感染の

可能性があるものとして対応すること。

利用者と従事者の双方における医療関連感染の危

険性を減少させるために標準的に講じる感染対策

である。

満田年宏著（2007）「隔離予防策のためのCDCガイドライン」 株式会社 ヴァンメディカル



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

満田年宏著（2007）「隔離予防策のためのCDCガイドライン」 株式会社 ヴァンメディカル



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

1. 手洗い（hand  washing）

非抗菌石鹸と流水

2. 手指消毒

①手洗い消毒

消毒薬配合の手指消毒剤と流水

②擦式手指消毒

擦式アルコール消毒剤による消毒

http://msp.c.yimg.jp/yjimage?q=OAJilT4XyLHs1sUJg9oX3lLqqIjgW46UCRtvhOAgBk8EAgTA6u3q8fekbWr8qwj7NMFnw1kEoFgaA14vCHIIcpBGN_BSTqg9wYsuLThAuU9aTgqYOgRsghA6fTu7DQljZgLG4l5ypzXWJzYrPAAosig=13auj91kdx=170y=141

手指衛生

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTikcRi5V33oAcDeU3uV7/SIG=12u4at7u8/EXP=1429182364/**http:/i.yimg.jp/images/health/medical/images/kids_wintercold/p1_img_4.png


手指衛生前と手指衛生後の手

手指
衛生
前

手指
衛生
後

擦式手指消毒薬での手指消毒前後の写真



WHO手指衛生の５つの瞬間

WHO手指衛生ガイドラインより



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

個人防護具(Personal Protective Equipment：PPE)

従事者を微生物や有害物質の曝露から守り、微生物や有害物質の
拡散を防ぐ



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

個人防護具(Personal Protective Equipment：PPE)

⚫適切な個人防護具の着脱

適切なPPEの選択し、着る
適切な順序・方法で脱ぐ
手指衛生を行う

とくに脱ぐときの汚染が感染リスク
しっかりトレーニングを行う



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

適切なPPEの選択
PPEを適切に使用することで、湿性生体物質による汚染から従事者を守り、
患者や家族等を守り、感染を減少させることにつながります。

⚫ 血液や体液
⚫ 排泄物（尿や便）

⚫ 分泌物（喀痰や膿など）

⚫ 損傷のある皮膚
⚫ 粘膜
⚫ エアロゾル

湿性生体物質 手が汚染

体が汚染
（衣服や体幹部）

顔や目の
粘膜が汚染

手袋

ガウン
エプロン

マスク
ゴーグル

空気を吸い
込み汚染

N95マスク



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

PPEを着ける順番

手指衛生
エプロン・

ガウン
マスク ゴーグル 手袋

職業感染制御研究会 個人防護具適正使用チェックリスト①参照



感染経路の遮断
標準予防策の10項目

PPEをはずす順番

手袋
手指
衛生

エプロン・
ガウン

ゴーグル マスク
手指
衛生

職業感染制御研究会 個人防護具適正使用チェックリスト①参照
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感染対策の基本

感染経路の遮断

Take home Message



通常診察時の感染対策

外来における感染対策

標準予防策を徹底する

流行時、医療従事者は、少なくともサージカル
マスクを着用する。
患者との接触前後の手指衛生を確実に行う。



待合室における感染対策

外来における感染対策

感染症状がある患者（感染者、疑い含む）と
感染症状がない患者（非感染者）の待機場所
の分離や時間の分離をする

自家用車で来院している患者は車中で待機し
てもらう

換気を徹底する。
具体的には
・窓を開ける
・サーキュレーターの活用、
・二酸化炭素モニターを設置



待合室における感染対策

外来における感染対策

感染者と非感染者をわける

1．空間的隔離

2．時間的隔離

3．物質的隔離

4．化学的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

感染者と非感染者をわける
→ゾーニングを行う

レッドゾーン グリーンゾーン

感染者（疑いを含む） 非感染者

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

1．空間的隔離

＜安芸市民病院の場合＞



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

総合案内

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜安芸市民病院の場合＞

発熱外来の
診察室→

1．空間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

＜例1＞

【午前診察】
9：00～ 9：30 風邪症状なし限定
9：30～12：00 一般外来（どなたでも）

＜例2＞

【午前診察】
9：00～11：00 一般外来

11：00～12：00 発熱外来

2．時間的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

個人防護具（PPE：Personal Protective Equipment）
を着用することで職員が感染しないようにまた、
患者さま等の来院者みなさまに感染させないよ
うに感染防御を行う。

3．物質的隔離



待合室における感染対策

外来における感染対策

職員は患者さまごとに手指消毒を実施する
環境消毒はドアノブ・手すり・椅子等の
高頻度接触面を重点的、定期的に行う

4．化学的隔離



（1）個人防護具（PPE：Personal Protective Equipment）の着脱

患者対応時にはサージカルマスクを常時装着し、飛沫曝
露のリスクがある場合はアイシールドやフェイスシールド、
ゴーグルを装着する。

患者の介助や処置に応じてPPEを選択する。
 1対応ごとに手指消毒を徹底する。
手袋を使用する場合は、1対応毎に手袋を交換し手指消
毒も徹底する。

診察・検体採取時の感染対策

外来における感染対策



（2）検体採取の場所を工夫する

検体採取を屋外や駐車場（や車中）で行う（ただしプライバ
シーへの配慮は必要）。

唾液によるPCR検査・抗原定量検査や鼻かみ液によるイ
ンフルエンザ迅速抗原検査を活用することで飛沫やエア
ロゾルの発生を抑える。

診察・検体採取時の感染対策

外来における感染対策



 トイレ内に手洗い設備が備えられている
 トイレの床は清掃しやすい構造である

トイレの感染対策

外来における感染対策

病院内において、トイレは病原体により汚染しやすいため、その管
理は重要である。便器表⾯だけではなくその周囲の物品や床、壁な
ども頻繁に清掃、消毒を⾏い清潔に保つ必要がある。
職員⽤と患者⽤トイレは別にすることが望ましい。
特にノロウイルスなど感染性胃腸炎の流⾏期に注意が必要である。

日本救急医学会 救急外来部門における感染対策チェックリスト参照
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Take home Message

感染対策の基本である標準予防策を徹底する
患者様と医療従事者双方の安全を守るため、
PPEを適切に選択し、適切に脱衣を行う
流行情報や感染症に係る正しい知識を習得
する
可能な感染対策の工夫をする
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